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小野さん画奉納「母も喜ぶ」

八
剋
神
社
に
八
重
垣
姫
人
形
四
孝
」
に
登
場
す
る
案
工
の
人
物

で
、
上
杉
謙
信
の
娘
で
あ
り
武
田

八
重
垣
姫
の
人
形
を
奉
納
す
る
神
事

を
終
え
、
記
念
写
真
に
納
ま
る
小
野

さ
ん
（
前
列
左
か
ら
2
人
目
）
ら

な
り
岡
谷
市
長
地
片
間
町
の
小
野
安

也
さ
ん
（
㍗
は
母
の
形
見
の
日
本

人
形
「
八
重
垣
姫
」
1
体
を
諏
訪

市
小
和
田
の
八
斜
神
社
に
奉
納

し
、
2
0
日
、
奉
献
奉
告
祭
の
神
事

が
行
わ
れ
た
。
諏
訪
湖
に
建
つ
八

重
垣
姫
像
の
モ
デ
ル
と
さ
れ
、
制

作
か
ら
約
8
0
年
に
わ
た
り
大
切
に

保
管
さ
れ
て
き
た
。
神
事
後
、
小

勝
頼
の
恋
人
。
人
形
は
勝
頼
の

父
、
信
玄
ゆ
か
り
の
諏
訪
法
性
の

か
ぶ
と
を
手
に
持
っ
て
い
る
。

小
野
さ
ん
と
同
居
し
て
い
た
利

子
さ
ん
の
部
屋
に
飾
っ
て
い
た

が
、
今
年
利
子
さ
ん
の
七
回
忌
を

迎
え
、
今
後
の
保
存
に
つ
い
て
検

討
。
御
神
渡
り
（
御
渡
り
）
の
観

察
や
判
定
な
ど
諏
訪
湖
に
縁
の
あ

る
八
剣
神
社
で
長
く
保
存
し
て
は

野
さ
ん
は
「
縁
の
あ
る
八
頭
神
社

さ
ん
に
預
か
っ
て
い
た
だ
き
、
非

常
に
喜
ん
で
い
る
。
母
も
喜
ん
で

い
る
と
思
う
」
と
話
し
た
。

母
利
子
さ
ん
が
1
9
4
4
（
昭

和
1
9
）
年
に
嫁
入
り
道
具
と
し
て

持
参
し
た
人
形
で
高
さ
和
琴
弱
。

整
っ
た
顔
立
ち
を
し
て
お
り
保
存

状
態
は
良
好
だ
。
八
重
垣
姫
は
人

形
浄
瑠
璃
文
楽
の
演
目
衷
靴
恍

し
い
と
奉
納
を
決
め
た
。

こ
の
日
は
、
小
野
さ
ん
や
姉
の

林
秀
美
さ
ん
（
閃
）
、
弟
の
吉
田
利

他
さ
ん
（
乃
）
ら
が
訪
れ
、
神
事
に

参
列
し
た
。
神
事
後
、
人
形
は
神

社
斎
館
内
に
飾
ら
れ
た
。
宮
坂
清

宮
司
は
「
多
く
の
人
に
見
て
も
ら

え
れ
ば
、
人
形
も
お
母
さ
ま
（
利

子
さ
ん
）
も
喜
ぶ
の
で
は
な
い

か
」
と
話
し
た
。

（
小
尾
口
有
二
）


